
共振法 、超音波法 を用 いた コンク リー ト材料 の性 能評価

I目 的 :コ ンク リー トの強度 を推 定す る方法 として、 コンク リー トの非破壊試験

の利用 が考 え られ てい る。 コンク リー トの非破壊試験 は構造物 を何度 で も検査 で き

る とい う利 点 があるが、強度 を間接 的 に測定す るた め、他 の要 因で測 定結果 が変化

す るな ど測定精度 の点 で劣 る場合 がある。 そ こで本研 究では水セ メン ト比 を変化 さ

せ た供試体 について非破壊試験法 のひ とつで ある共振法 か ら得 られ る動 弾性係数 と

超音波法 か ら得 られ る超音波速度 を圧縮強度 と比較 し、それ らの相 関性 を明 らかに

す るこ とを 目的 とした。

Ⅱ方法 :実 験 は 6月 ～ 9月 、H月 ～ 12月 の 2回 行 った。供試 体 の形状 は直径 10cm、

高 さ 20cmの 円柱状供試 体 とし、水セ メン ト比 は 50・ 55・ 60%の 3種類 として 6月

～9月 の実験 にはそれ ぞれ 15本 、 H月 ～ 12月 の実験 には 9本ずつ作製 した。共振

法 と超音波法 の測 定 は作製 2日 後 とそれ以降は 1週 間毎 に行 い、4～ 13週 まで測定

した。 また圧縮試験 を 6月 ～ 9月 は 1・ 2・ 4・ 7・ 13週 に、 H月 ～ 12月 は作製 2日

後 と 1・ 4週 に行 つた。 なお動弾性係数 は以下の式 を用いて算 出 した。

E=4.00× 106去″12

E:動 弾性係数 (kN/mm2)z:供 試体 の長 さ(mm)И :供 試体 の断面積 (mm2)

“
:供試体の質量(kg)バ :一 次共鳴振動数(Hz)

また、得 られ た動 弾性係数 と圧縮 強度 について双 曲線 回帰 を行 い、動 弾性係数 か ら

圧縮強度 を推 定 し、水 セ メン ト比 ご との傾 向 を求 めた。

Ⅲ結果 お よび考察 :6月 ～ 9月 の実験 では

H月 ～ 12月 の実験 に比べ、圧縮 強度 のば ら |

つ きが大 き く、値 も小 さい とい う結果 となっ |

たが、動 弾性係数 と超音波速度 は どち らの実

験 で もほぼ同 じ値 とな った。 この こ とか ら供 ‐

試体 の状態 に よって は共振法 と超音波法 で強

度 を推 定す るこ とがで きない と考 え られ る。 ‐

また、超音波速度 は測 定の度 に値 が変化 しば |

らつ き も大 きいため、今 回の実験 の方法 では |
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強度 の推 定 は難 しい と考 え られ る。
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動弾性係数 (kN/mm2)

図は 11月 ～ 12月 の実験 にお ける動 弾性係  Figure 圧縮 強度 と動 弾性係数 の関係

数 と圧縮 強度 の関係 を表 した もので点が沢1定 値 の平均 、線 が回帰線 である。 図か ら

動弾性係数 が小 さい時 は圧縮強度 との関係 は水セ メン ト比 に よる違 い はな く、動 弾

性係数 が大 き くな る と差 が見 られ るこ と、圧縮 強度 と動弾性係 数 が 曲線 関係 とな る

こ とが分 かった。今後 は測定期 間 を長 くしてサ ンプル数 を増や し、水セ メン ト比 の

違い に よる相 関関係 を詳細 に検討す る必要 が ある。
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